
様式第二号

　岡山県知事　伊原木隆太　殿
住　　　所 岡山市北区内山下２－４－６

氏名又は名称　(有)岡山県庁産業　（代）岡山 太郎

電話番号 ０８６－２２４－２１１１

↓肥料の種類 １月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

混合有機質 岡山県 TN 3.0％ 10 （前期）(A) 50 45 45
肥料 第○○〇号 TP 5.0％ ７月～12月

↓肥料の名称 TK 1.0％ ※ﾄﾝで記載 （後期）(Ｂ) 50 40 40
桃太郎特号 合　　　　計

(C)=(A)＋(B) 100 85 85 25
↓肥料の種類 １月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

指定配合 平成○○年 TN 3.0％ 5 （前期）(A) 60 60 60
肥料 ○○月○○日 TP 5.0％ ７月～12月

↓肥料の名称 TK 1.0％ ※ﾄﾝで記載 （後期）(Ｂ) 40 35 35
備前の大地 合　　　　計

(C)=(A)＋(B) 100 95 95 10
１月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

（前期）(A)

７月～12月

（後期）(Ｂ)

合　　　　計

(C)=(A)＋(B)

 ※令和８年３月１３日（金）までに岡山県農産課安全農業推進班（〒700-8570　岡山市北区内山下２－４－６）宛に郵送、電子申請、ＦＡＸ等にて提出してください。

肥料用国内
出　荷　量

肥料原料用
仕　向　量

自家原料用
仕　向　量

輸　出　用
出　荷　量

工業用・飼
料用出荷量

令和〇〇年○○月○○日

合　　計

普　通　（特　殊）　肥　料　生　産　高　届

　肥料の品質の確保等に関する法律施行細則（昭和２５年岡山県規則第８６号）第３条の規定により、下記のとおり令和７年１月～令和７年１２月の肥料生
産高を届け出ます。

記

肥 料 の 種 類

及 び 名 称

登 　録 　番　 号
指定混合肥料
及び特殊肥料
は届出年月日

保 証 成 分 令和６年12月

在庫量(1)
生　　　産　　　量 (2)

払　　　　　　出　　　　　　量　　(3) 令和７年12月末
在庫量

(4)=(1)＋(2)－(3)
特殊肥料は
記入不要

普通肥料及び指定混合肥料（指定配合肥料）の記入例

普通肥料は登録番号
「岡山県第○○○号」を記載。
指定混合肥料（指定配合肥料）は登
録番号はないので、届出日「平成○
○年○月〇日」を記載してくださ
い。



様式第二号

　岡山県知事　伊原木隆太　殿
住　　　所 岡山市北区内山下２－４－６

氏名又は名称　(有)岡山県庁畜産　（代）岡山 太郎

電話番号 ０８６－２２４－２１１１

１月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

たい肥 平成○○年 100 （前期）(A) 900 650 150 800
○○月○○日 ７月～12月

桃太郎堆肥 ※ﾄﾝで記載 （後期）(Ｂ) 1100 900 150 1050
合　　　　計

(C)=(A)＋(B) 2000 1550 300 1850 250
１月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

（前期）(A)

７月～12月

（後期）(Ｂ)

合　　　　計

(C)=(A)＋(B)

１月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

（前期）(A)

７月～12月

（後期）(Ｂ)

合　　　　計

(C)=(A)＋(B)

 ※令和８年３月１３日（金）までに岡山県農産課安全農業推進班（〒700-8570　岡山市北区内山下２－４－６）宛に郵送、電子申請、ＦＡＸ等にて提出してください。

輸　出　用
出　荷　量

工業用・飼
料用出荷量

令和〇〇年○○月○○日

合　　計

令和７年12月末
在庫量

(4)=(1)＋(2)－(3)
特殊肥料は
記入不要

保 証 成 分

普　通　（特　殊）　肥　料　生　産　高　届

記

　肥料の品質の確保等に関する法律施行細則（昭和２５年岡山県規則第８６号）第３条の規定により、下記のとおり令和７年１月～令和７年１２月の肥料生
産高を届け出ます。

登 　録 　番　 号
指定混合肥料
及び特殊肥料
は届出年月日

肥 料 の 種 類

及 び 名 称

令和６年12月

在庫量(1)
生　　　産　　　量 (2)

払　　　　　　出　　　　　　量　　(3)

肥料用国内
出　荷　量

肥料原料用
仕　向　量

自家原料用
仕　向　量

特殊肥料の記入例

特殊肥料は登録番号はな
いので、生産業者届出書
の届出日「平成○○年〇
月〇日」を記載してくだ
さい。



様式

　岡山県知事　伊原木隆太　殿
住　　　所 岡山市北区内山下２－４－６

氏名又は名称　(有)岡山県庁産業　（代）岡山 太郎

電話番号 ０８６－２２４－２１１１

↓肥料の種類 １月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

木の実油かす 平成○○年 10 （前期）(A) 15 15 15
及びその粉末 ○○月○○日 ７月～12月

↓肥料の名称 ※ﾄﾝで記載 （後期）(Ｂ) 15 15 15
○○３号 合　　　　計

(C)=(A)＋(B) 30 30 30 10
１月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

（前期）(A)

７月～12月

（後期）(Ｂ)

合　　　　計

(C)=(A)＋(B)

１月～６月 ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ ﾄﾝ

（前期）(A)

７月～12月

（後期）(Ｂ)

合　　　　計

(C)=(A)＋(B)

 ※令和８年３月１３日（金）までに岡山県農産課安全農業推進班（〒700-8570　岡山市北区内山下２－４－６）宛に郵送、電子申請、ＦＡＸ等にて提出してください。

令和〇〇年○○月○○日

特　殊　肥　料　輸　入　量　に　つ　い　て

　下記のとおり令和７年１月～令和７年１２月の肥料輸入量を報告します。

記

肥 料 の 種 類

及 び 名 称

登 　録 　番　 号
指定配合肥料
及び特殊肥料
は届出年月日

令和６年12月

在庫量(1)
輸　　　入　　　量 (2)

払　　　　　　出　　　　　　量　　(3) 令和７年12月末
在庫量

(4)=(1)＋(2)－(3)
肥料用国内
出　荷　量

肥料原料用
仕　向　量

自家原料用
仕　向　量

輸　出　用
出　荷　量

工業用・飼
料用出荷量

合　　計

特殊肥料輸入量の記入例

特殊肥料は登録番号は
ないので、輸入業者届
出書の届出日「平成○
○年〇月〇日」を記載
してください。


